
目

次

規

則

△

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

(

自
然
環
境
保
全
室)

…
…
…
一

(

県
法
規
登
載)

告

示

△

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
字
の
区
域
の
変
更

(

市
町
行
財
政
室)

…
…
…
一

△

字
の
区
域
の
変
更

(

〃

)

…
…
…
二

△

定
数
漁
業
の
許
可
等
の
申
請
期
間

(

漁
業
調
整
室)

…
…
…
二

△

換
地
計
画
に
伴
う
字
の
区
域
の
変
更

(

土
地
改
良
室)

…
…
…
二

△

道
路
の
供
用
開
始

(

道
路
河
川
管
理
室)

…
…
…
三

公

告

△

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
申
請

(

文
化
・
県
民
協
働
室)

…
…
…
三

△

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
認
証
申
請

(

〃

)
…
…
…
三

△

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
実
施

(

保

安

室)
…
…
…
三

△

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可

(

芸
北
地
域
事
務
所)

…
…
…
五

△

土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
及
び
退
任

(

〃

)

…
…
…
五

△

土
地
改
良
事
業
施
行
協
議
の
適
否
決
定(

市
町
村)

(

福
山
地
域
事
務
所)

…
…
…
五

△

土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了

(

〃

)

…
…
…
五

公
安
委
員
会
告
示

△

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
告
示

六

公公公
布布布
さささ
れれれ
たたた
規規規
則則則
ののの
あああ
ららら
ままま
ししし

★

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

規
則
第
四
十

八
号)
(

自
然
環
境
保
全
室)

一

改
正
の
要
旨

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

引
用
す
る
字
句
の
整
理
を
行
っ
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

規規規

則則則

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
規
則
第
四
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

(

昭
和
四
十
一
年
広
島
県
規
則
第
三
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
七
号
中

｢精
神
分
裂
病
｣

を

｢統
合
失
調
症
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
五
百
一
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
の

埋
立
て
に
よ
っ
て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
が
呉
市
の
区
域
内
に
生
じ
た
旨
及
び
同
法
第
二
百
六
十
条

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
当
該
土
地
を
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
編
入
す
る
旨
、
呉
市
長
か
ら
届
出

が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
五
百
二
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
世
羅
町

の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
域
を
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
編
入
す
る
旨
、
世
羅
町
長
か
ら
届
出

が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
五
百
三
号

広
島
県
漁
業
調
整
規
則

(

昭
和
四
十
一
年
広
島
県
規
則
第
五
十
四
号)

第
八
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
定
数
漁
業
の
許
可
及
び
起
業
の
認
可
の
申
請
期
間
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

定
数
漁
業

瀬
戸
内
海
機
船
船
び
き
網

(

二
そ
う
い
わ
し
船
び
き
網)

漁
業

二

申
請
期
間

平
成
十
八
年
五
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
八
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

広
島
県
告
示
第
五
百
四
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
広
島
市

安
佐
北
区
白
木
町
所
在
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
を
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
変
更
す

る
旨
、
広
島
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
字
の
区
域
の
変
更
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
七
十

九
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
五
十
四
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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呉
市
豊
浜
町
大
字
豊
島
字
金
崎
二
三
八
四
の
一
二
か
ら
同
字
歯
朶

山
四
一
〇
二
の
一
を
経
て
同
字
金
崎
四
一
三
三
の
六
に
至
る
間
の

土
地
に
接
す
る
道
、
昭
和
六
二
年
五
月
一
二
日
付
け
指
令
港
第
四

九
号
に
よ
り
原
状
回
復
義
務
を
免
除
さ
れ
た
埋
立
地
及
び
平
成
三

年
三
月
一
四
日
付
け
指
令
港
第
二
七
四
号
に
よ
り
原
状
回
復
義
務

を
免
除
さ
れ
た
埋
立
地
の
地
先

呉
市
豊
浜
町
大
字
豊
島
字
金
崎
二
三
八
一
の
三
に
接
す
る
昭
和
六

二
年
五
月
一
二
日
付
け
指
令
港
第
四
九
号
に
よ
り
原
状
回
復
義
務

を
免
除
さ
れ
た
埋
立
地
、
同
字
金
崎
二
三
八
四
の
一
二
か
ら
同
字

歯
朶
山
四
一
〇
二
の
一
を
経
て
同
字
金
崎
四
一
三
三
の
六
に
至
る

間
の
土
地
に
接
す
る
道
に
接
す
る
平
成
一
七
年
二
月
一
七
日
付
け

指
令
港
管
第
一
一
五
号
に
よ
り
原
状
回
復
義
務
を
免
除
さ
れ
た
埋

立
地
及
び
同
字
金
崎
四
一
三
三
の
六
か
ら
四
一
三
四
の
一
を
経
て

二
三
八
九
の
二
に
至
る
間
の
土
地
に
接
す
る
道
に
接
す
る
平
成
三

年
三
月
一
四
日
付
け
指
令
港
第
二
七
四
号
に
よ
り
原
状
回
復
義
務

を
免
除
さ
れ
た
埋
立
地
に
接
す
る
平
成
一
一
年
八
月
一
二
日
付
け

指
令
港
第
五
二
号
に
よ
り
竣
功
認
可
さ
れ
た
埋
立
地
の
地
先

位

置

上

欄

三
〇
一
・
八
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

四
、
三
三
二
・
六
五

平
方
メ
ー
ト
ル

面

積

呉
市
豊
浜
町
大
字
豊
島

字
金
崎

呉
市
豊
浜
町
大
字
豊
島

字
金
崎 下

欄

寺

町

寺

町

井

折

大

字

上

欄

五
入
道

釜

田

田

龍
字

一
一
〇
六
の
一
、
一
一
〇
六
の
二
、
一
一
〇
七
の
一
、
一
一
〇

七
の
二
、
一
一
〇
七
の
三
、
一
一
〇
七
の
四
、
一
一
〇
八
、
一

一
〇
九
の
一
、
一
一
〇
九
の
二
、
一
一
〇
九
の
三
、
一
一
〇
九

一
〇
一
二
の
一
、
一
〇
一
二
の
二

二
四
四
、
二
四
五
の
一
、
二
四
五
の
五
、
二
四
五
の
六
、
二
四

五
の
七
、
二
四
五
の
八
、
二
四
五
の
九
、
二
四
五
の
一
〇
、
二

四
六
の
一
、
二
四
六
の
二
、
二
四
六
の
三
、
二
四
六
の
四

地

番

本

郷

本

郷

本

郷

大

字

下

欄

五
入
道

釜

田

田

龍
字

寺

町

田

龍

一
一
一
〇
、
一
一
一
一
の
一
、
一
一
一
一
の
二
、
一
一
一
一
の

三
、
一
一
一
一
の
四
、
一
一
一
二
の
一
、
一
一
一
二
の
三
、
一

一
一
二
の
四
、
一
一
一
二
の
五
、
一
一
一
三
の
一
、
一
一
一
三

の
三
、
一
一
一
三
の
五
、
一
一
一
四
、
一
一
一
五
の
一
、
一
一

一
五
の
二
、
一
一
一
六
の
一
、
一
一
一
六
の
二
、
一
一
一
七
の

一
、
一
一
一
七
の
二
、
一
一
一
七
の
三
、
一
一
一
七
の
四
、
一

一
一
七
の
五
、
一
一
一
七
の
六
、
一
一
一
七
の
七
、
一
一
一
八

の
一
、
一
一
一
八
の
二
、
一
一
二
〇
の
一
、
一
一
二
〇
の
二
、

一
一
二
〇
の
三
、
一
一
二
〇
の
四
、
一
一
二
〇
の
五
、
一
一
二

一
の
一
、
一
一
二
一
の
二
、
一
一
二
一
の
三
、
一
一
二
三
の
一
、

一
一
二
三
の
二
、
一
一
二
三
の
三
、
一
一
二
三
の
四
、
一
一
二

三
の
五
、
一
一
二
三
の
六
、
一
一
二
三
の
七

の
四
、
一
一
〇
九
の
五
、
一
一
一
九

本

郷

田

龍

三

田

大

字

上

欄

上
大
椿
字

三
二
九
九
の
一
の
一
部
、
三
三
〇
五
の
一
部
、
三
三
一
〇
の
一

地

番

三

田

大

字

下

欄

下
大
椿
字

(定期)



広
島
県
告
示
第
五
百
五
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
備
北
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
五
月
八
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

公公公

告告告

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り

特
定
非
営
利
活
動
法
人
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
特

定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
定
款
変
更
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

消
防
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号)

第
十
三
条
の
二
十
三
の
規
定
に
よ
っ
て
、
危
険
物
の
取

扱
作
業
の
保
安
に
関
す
る
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

受
講
対
象
者

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
、
現
に
危
険
物
の
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所

(

以
下

｢

製
造
所
等｣

と
い
う
。)

に
お
い
て
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
も
の
は
、
次
の
と
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3

下
大
椿

三
四
九
二
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
市

有
地
の
全
部
並
び
に
三
四
五
四
、
三
四
五
五
、
三
四
六
一
の
二

の
地
先
の
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

部
、
三
三
一
一
の
一
部
、
三
三
一
二
の
一
部
、
三
三
一
三
の
一

部
、
三
三
三
一
の
一
の
一
部
、
三
三
五
九
の
一
部
、
三
三
六
〇

の
一
部
、
三
三
六
一
の
一
部
、
三
三
六
三
の
一
の
一
部
、
三
三

六
九
の
五
の
一
部
、
三
三
九
八
の
一
部
、
三
四
〇
二
の
一
部
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
市
有

地
の
一
部
並
び
に
三
三
二
七
の
一
、
三
三
二
七
の
二
、
三
三
二

八
の
一
、
三
三
二
八
の
二
、
三
三
三
〇
の
一
、
三
三
六
五
、
三

三
六
六
の
一
、
三
三
六
九
の
一
、
三
三
六
九
の
二
、
三
三
六
九

の
四
の
一
部
、
三
四
〇
四
の
一
、
三
四
〇
四
の
二
、
三
四
〇
九

の
一
部
に
隣
接
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

上
大
椿

県
道
三
次
江
津

線 路

線

名

三
次
市
三
次
町
一
三
二
八
番
一
地
先
か
ら

三
次
市
三
次
町
一
九
二
一
番
六
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
一
八
年
四
月
二

四
日 供

用
開
始
の
期
日

特
定
非
営
利
活
動

法
人
貴
船

特
定
非
営
利
活
動

法
人
子
育
て
ネ
ッ

ト
ゆ
め
も
く
ば

特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
名
称

神
田

幸
三

村
若

尚

代
表
者
の
氏
名

広
島
県
安
芸
高
田

市
吉
田
町
吉
田
一

〇
一
〇
番
地

広
島
県
東
広
島
市

西
条
土
与
丸
二
丁

目
六
番
四
九
号

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

こ
の
法
人
は
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

困
難
で
、
在
宅
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
、
特
に
精
神
障
害
者
に

対
し
て
、
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自

立
を
支
援
し
、
又
、
社
会
参
加
の
援

助
を
行
い
、
地
域
の
理
解
、
協
力
を

得
な
が
ら
精
神
障
害
者
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
子
育
て
中
の

家
族
に
対
す
る
支
援
お
よ
び
地
域
に

お
け
る
子
育
て
・
子
育
ち
環
境
の
向

上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
次
世
代
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
し
、

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
社
会
を
創
造

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

平
成
一
八
年
四

月
一
三
日

平
成
一
八
年
四

月
一
一
日

申
請
年
月
日

特
定
非
営
利
活

動
法
人
広
島
県

環
境
保
全
創
生

委
員
会

特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
名
称

中
原

健
治

代
表
者
の
氏

名

広
島
県
広
島
市

中
区
小
町
一
番

二
〇
号

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

こ
の
法
人
は
、
県
民
、
行
政
、

企
業
に
対
し
て
、
環
境
保
全

創
生
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

地
域
環
境
全
体
の
保
全
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

・
目
的
の
変

更
・
特
定
非
営

利
活
動
の

種
類
の
追

加
・
特
定
非
営

利
活
動
に

係
る
事
業

の
変
更

定
款
変
更
の

内
容

平
成
一
八
年

四
月
一
三
日

申
請
年
月
日

(定期)(定期)(定期)



お
り
こ
の
講
習
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１

製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内

(

た
だ
し
、

製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
前
二
年
以
内
に
危
険
物
取
扱
者

免
状
の
交
付
又
は
こ
の
講
習
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
又
は
講
習
を

受
け
た
日
か
ら
三
年
以
内)

２

前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引
き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
前
回
の
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
以
内

注
一

講
習
種
別
欄
の

｢

給
油
取
扱
所｣

と
は
、
給
油
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物

取
扱
者
を
対
象
と
し
た
講
習
で
あ
り
、｢

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト｣

と
は
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
内
の
製
造
所
等

に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
を
対
象
と
し
た
講
習
で
あ
り
、｢

そ
の
他｣

と
は
、

前
二
者
以
外
の
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
を
対
象
と
し
た
講
習
で
あ
る
。

二

受
講
申
請
書
を
受
理
し
た
後
、
講
習
日
時
及
び
会
場
を
指
定
し
た
受
講
票
を
本
人
あ
て
に
送
付
す
る
。

三

受
講
人
員
の
状
況
に
よ
り
、
会
場
に
よ
っ
て
は
講
習
希
望
日
を
変
更
し
、
又
は
講
習
を
取
り
や
め
る
場
合
が
あ
る
。

三

講
習
科
目
及
び
時
間

１

午
前

２

午
後

四

受
講
手
続

１

受
講
申
請
書
の
受
付
期
間
な
ど

平
成
十
八
年
五
月
十
五
日

(

月)

か
ら
五
月
二
十
六
日

(

金)

ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日

を
除
く
。(

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。)

郵
送
の
場
合
は
、
平
成
十
八
年
五
月
二
十
六
日

(

金)

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

る
。

２

受
講
申
請
書
の
提
出
先

受
講
申
請
書
の
提
出
先
は
、
次
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

各
消
防
本
部

(

署)

二

社
団
法
人
広
島
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

(

〒
七
三
二－

〇
八
二
四

広
島
市
南
区
的
場
町
一

丁
目
七
番
二
〇
号

広
島
県
石
油
会
館
一
階)

た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
社
団
法
人
広
島
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
あ
て
と
し
、
封
筒
の
表

に

｢

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
受
講
申
請
書
在
中｣

と
朱
書
す
る
こ
と
。

３

受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部

(

署)

、
社
団
法
人
広
島
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
又
は
広
島
県
県

民
生
活
部
危
機
管
理
局
保
安
室
で
配
布
す
る
。

五

受
講
手
数
料

四
千
七
百
円

こ
の
手
数
料
は
、
四
千
七
百
円
に
相
当
す
る
額
の
広
島
県
収
入
証
紙
を
、
受
講
申
請
書
の
所
定
の
欄
に

は
っ
て
納
め
る
こ
と
。

こ
の
収
入
証
紙
に
は
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

な
お
、
受
講
申
請
書
受
理
後
は
書
類
、
手
数
料
は
返
還
し
な
い
。

六

講
習
当
日
の
受
付
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〃

〃

三
一
日

〃

〃

二
五
日

〃

〃

二
四
日

〃

〃

二
〇
日

〃

〃

一
九
日

〃

〃

一
四
日

〃

〃

一
三
日

〃

〃

一
一
日

〃

〃

一
〇
日

〃

〃

七
日

〃

〃

五
日

平
成
一
八
年
七
月

四
日

講

習

日

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

そ
の
他

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

給
油
取
扱
所

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

給
油
取
扱
所

そ
の
他

給
油
取
扱
所

午

前

講

習

種

別

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

給
油
取
扱
所

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

そ
の
他

給
油
取
扱
所

そ
の
他

午

後

廿
日
市
市

広
島
市

尾
道
市

福
山
市

福
山
市

三
原
市

呉

市

東
広
島
市

福
山
市

三
次
市

広
島
市

広
島
市

場

所

一

危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項

二

危
険
物
の
火
災
予
防
に
関
す
る
事
項

講

習

科

目

九
時
一
〇
分
か
ら
一
〇
時
一
〇
分
ま
で

一
〇
時
一
〇
分
か
ら
一
二
時
一
〇
分
ま
で

時

間

一

危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項

二

危
険
物
の
火
災
予
防
に
関
す
る
事
項

講

習

科

目

一
三
時
一
〇
分
か
ら
一
四
時
一
〇
分
ま
で

一
四
時
一
〇
分
か
ら
一
六
時
一
〇
分
ま
で

時

間

(定期)(号外)(定期)



講
習
当
日
は
、
講
習
開
始
の
三
十
分
前
か
ら
受
付
を
開
始
す
る
。

受
講
者
は
、
受
講
票
及
び
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
受
付
に
提
出
す
る
こ
と
。

七

講
習
修
了
証
明

講
習
修
了
の
証
明
は
、
危
険
物
取
扱
者
免
状
に
記
入
す
る
。

な
お
、
こ
の
危
険
物
取
扱
者
免
状
は
、
講
習
終
了
後
に
返
却
す
る
。

八

そ
の
他

１

講
習
の
テ
キ
ス
ト
は
、
当
日
会
場
で
配
布
す
る
。

２

講
習
会
場
及
び
そ
の
周
辺
に
は
駐
車
場
が
な
い
の
で
、
自
動
車
で
来
場
し
な
い
こ
と
。

３

そ
の
他
講
習
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
消
防
本
部

(

署)

、
社
団
法
人
広
島
県
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会

(

電
話

(
〇
八
二)

二
六
二－

二
〇
三
三)

又
は
広
島
県
県
民
生
活
部
危
機
管
理

局
保
安
室

(

電
話

(

〇
八
二)

五
一
三－

二
七
九
〇)

に
す
る
こ
と
。

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
向
原
町
土

地
改
良
区
の
定
款
変
更
を
平
成
十
八
年
四
月
十
一
日
認
可
し
た
。

な
お
、
こ
の
認
可
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
、
六
か
月
以
内
に
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
認
可
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
芸
北
地
域
事
務
所
長

森

下

幾

三

高
田
郡
甲
田
町
甲
立
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
役
員
が
就
任
及
び
退
任
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
芸
北
地
域
事
務
所
長

森

下

幾

三

(

就
任
役
員)

職
名

氏

名

住

所

理
事

沖

田

里

吏

安
芸
高
田
市
甲
田
町
上
甲
立
一
六
三

〃

木

本

榮

〃

〃

下
甲
立
九
八
五－

二

〃

川

下

秀

俊

〃

〃

下
甲
立
六
七
五－

一

〃

中

山

昭

〃

〃

下
甲
立
一
二
一
四－

一

〃

柳

原�
広

〃

〃

下
甲
立
一
一
六
八－

三

〃

光

永

直

義

〃

〃

上
甲
立
三
八
四－

二

〃

益

田

巖

〃

〃

上
甲
立
一
六
九
五－

一

〃

藤

井

實

〃

〃

上
甲
立
九
五
一

監
事

岡

田

正

信

〃

〃

上
甲
立
五
八
四

〃

反

田

勉

〃

〃

上
甲
立
一
六
〇
七

〃

深

井

洋

治

〃

〃

下
甲
立
一
二
五
四

(

退
任
役
員)

職
名

氏

名

住

所

理
事

沖

田

里

吏

安
芸
高
田
市
甲
田
町
上
甲
立
一
六
三

〃

木

本

榮

〃

〃

下
甲
立
九
八
五－

二

〃

川

下

秀

俊

〃

〃

下
甲
立
六
七
五－

一

〃

中

山

昭

〃

〃

下
甲
立
一
二
一
四－

一

〃

柳

原�
広

〃

〃

下
甲
立
一
一
六
八－

三

〃

光

永

直

義

〃

〃

上
甲
立
三
八
四－

二

〃

益

田

巖

〃

〃

上
甲
立
一
六
九
五－

一

〃

西

山

登
司
教

〃

〃

上
甲
立
一
〇
九
五

監
事

岡

田

正

信

〃

〃

上
甲
立
五
八
四

〃

反

田

勉

〃

〃

上
甲
立
一
六
〇
七

〃

増

永

幸

男

〃

〃

下
甲
立
一
二
一
〇－

一

次
の
土
地
改
良
事
業
施
行
協
議
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第

九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の

で
、
こ
の
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
平
成

十
八
年
五
月
十
五
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
福
山
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に

不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六

か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

事
業
主
体

地
区
名

事

業

名

縦
覧
場
所

福
山
市

風

呂

区
画
整
理
事
業

福
山
市
役
所

福
山
市

下
本
郷

区
画
整
理
事
業

福
山
市
役
所

次
の
と
お
り
土
地
改
良
事
業
の
工
事
を
完
了
し
た
旨
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五

号)

第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日
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古紙配合率100％
白色度70％再生紙を使用しています

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

事
業
主
体

地
区
名

事

業

名

完

了

年

月

日

府
中
市

水

永

区
画
整
理
事
業

平
成
一
八
・
三
・
二
八

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第

31号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。
平
成

18年
４
月

24日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫

平成18年 4月24日 (月曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 2 2 7号
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6P
0118

6P
0051

5P
1310

5P
1171

5P
1279

検
定

番
号

同
上

同
上

同
上

同
上

告
示
の
日

(平
成

18年
４
月

2
4
日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

同
上

同
上

同
上

同
上

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機 遊
技
機
の

種
類

Ｃ
Ｒ
真
・

三
國
無
双

Ｓ
Ｆ
－
Ｔ

Ｃ
Ｒ
極
上

パ
ロ
デ
ィ

ウ
ス
Ｌ
Ｘ

50 Ｃ
Ｒ
ぱ
ち

ん
こ
た
ぬ

吉
く
ん
銀

６ Ｃ
Ｒ
ぱ
ち

ん
こ
チ
ェ

ッ
カ

ーズ
Ｍ

62Ｔ
Ｆ

７ Ｃ
Ｒ
ぱ
ち

ん
こ
た
ぬ

吉
く
ん
銀

５ 型
式
名

株
式
会
社
ビ
ス
テ
ィ

代
表
取
締
役
寶
田
久
治

(東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
３
丁

目
29番

10号
)

株
式
会
社
ニ
ュ

ーギ
ン

代
表
取
締
役
新
井
悠
司

(愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

烏
森
町
三
丁
目

56番
地
)

同
上

同
上

京
楽
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
榎
本

宏
(愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
錦

三
丁
目

24番
４
号
)

申
請

者
名
(住
所
)

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

5P
1135

5P
1217

同
上

同
上

同
上

同
上

Ｃ
Ｒ
満
月

の
夜
に
昇

天
し
た
い

Ｓ
Ｖ
Ｗ

Ｃ
Ｒ
満
月

の
夜
に
昇

天
し
た
い

Ｌ
Ｖ
Ｗ

同
上

株
式
会
社
銀
座

代
表
取
締
役
伊
藤
二
博

(愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
大

幸
一
丁
目

10番
15号

)

左
同

左
同

(定期)


